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はんだＵ２２研究所
　僕らがこれからの半田を考える

こうして研究所は始まった

研究所に集まった若者たち

研究所員の発表を聞こう！

第１６回知多半田駅前地域円卓会議

　2016年 1月。2ヶ月に一度、開催されている「知多半田駅前地域円卓会議」で
榊原純夫市長と若者たちが「誰もが住みやすいまち」をテーマに話し合いました。そこに参加した学生たちの
「もっと私たちの声を聞いて下さい」という発言を受けて、若者の声や視点を市政に反映できないかと半田市の
企画課と市民協働課が考えたものが、「はんだU22研究所」というプロジェクトです。
　研究所の研究員となった学生は、毎月1回会議を行い、「半田のまちがより良くなる方法」について議論を重
ねます。そこで生まれた企画案は、9月の知多半田駅前地域円卓会議で半田市に対してプレゼンテーションを行い、
半田市が「ぜひ実行したい」と判断した企画は、実際に実現できるよう動き出すというプロジェクトです。

ーはんだU22研究所ー
主催：半田市　　協力：はんだまちづくりひろば・日本福祉大学  Cラボ半田

　集まったメンバーは高校生、大学生を中心に16人。はんだU22研究所の会議では
若者の集まりならではの自由で活気あふれる雰囲気の中、まちづくりのユニークな
アイデアが次々と飛び出してきます。　
　アドバイザーの日本福祉大学 吉村輝彦教授は常々『「こうだったらいいなぁ」
ではなく「こうしたい！」と思えるアイデアを』と学生たちに伝えてきました。
若者たちが自分に何ができるのかを考えて動くことで、社会と地域と繋がってまちは良くなっていくことを
体感してもらいたかったからです。
　議論を重ねる中で学生たちの意見は大別して３種類に分かれ、それに伴ってチームができました。「半田市に
提言を行うチーム」「取り組みを行うチーム」「イベントを行うチーム」です。今回の発表ではこれら３チームの
発表を行いながら、その他の参加者も一緒になって「半田のまちをより良くするには」ということを考えていき
ます。ぜひみなさんも、はんだU22研究所の発表をその目で見て、若者たちの熱い思いを体感してください！

日本福祉大学 吉村輝彦教授

自分たちの

「やりたい！」

が大事

日　程：平成２８年９月８日（木）　１８：３０～２０：３０
テーマ：「 半田のこれから 考えてみました 」
場　所：半田市市民交流センター（クラシティ半田３F）
申込み：不要。気軽にご参加ください。

私も参加します !!

半田市長 榊原純夫


